
 

 

 
 

 

 
吹
田
明
る
い
会
定
時
総
会 

住
民
の
声
が
届
く
地
方
政
治
を 

吹
田
明
る
い
会
の
定
時
総

会
が
12
月
1 

2
日
に
吹
田

勤
労
者
会
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
第
一
部
で
は
大
阪
市

民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
の
藤

永
の
ぶ
よ
さ
ん
よ
り
「
夢
洲

万
博
・
Ｉ
Ｒ
カ
ジ
ノ
を
止
め

る
！
」
を
テ
ー
マ
に
記
念
講

演
が
あ
り
ま
し
た
。
藤
永
さ

ん
は
現
地
の
写
真
や
開
示
請

求
で
手
に
入
れ
た
公
文
書
な

ど
を
交
え
な
が
ら
、
地
震
、

津
波
、
台
風
な
ど
の
災
害
対

策
、
埋
め
立
て
ら
れ
て
い
る

土
壌
や
廃
棄
物
の
深
刻
な
汚
染
、
膨
れ
上
が
る
建
設
費
用
や
運
営
費

用
な
ど
夢
洲
で
万
博
を
開
催
す
る
問
題
点
を
数
々
と
指
摘
さ
れ
ま
し

た
。
第
二
部
で
は
石
川
府
議
よ
り
府
政
報
告
が
あ
り
、
11
月
議
会

で
は
万
博
の
こ
と
ば
か
り
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
石
川
府
議
か
ら
ガ
ザ

休
戦
の
意
見
書
を
提
案
し
た
が
維
新
や
自
民
に
よ
り
取
り
下
げ
ら
れ

た
こ
と
な
ど
を
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
市
政
報
告
は
玉
井
市
議
よ
り
行

わ
れ
ま
し
た
。
山
五
小
学
校
と
山
三
小
学
校
の
統
廃
合
計
画
に
つ
い

て
、
当
事
者
で
あ
る
児
童
た
ち
か
ら
の
手
紙
が
教
育
委
員
会
と
市
議

会
や
市
長
あ
て
に
届
け
ら
れ
て
い
た
が
、
市
長
は
職
員
か
ら
要
約
を

聞
い
た
の
み
で
読
ん
で
い
な
か
っ
た
、
当
事
者
の
意
見
を
聞
か
な
い

姿
勢
に
つ
い
て
厳
し
い
意
見
を
述
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
議
案
が
提

案
。
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

吹
田
民
商
青
年
部
学
習
会 

興
味
の
あ
る
こ
と
を
聞
い
て
み
よ
う 

吹
田
民
商
青
年
部
が
興
味

の
あ
る
こ
と
で
学
習
会
を
企

画
し
た
い
と
し
て
、
「
は
じ
め

て
の
資
産
運
用
、
Ｎ
Ｉ
Ｓ

Ａ
・
Ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
」
を
テ
ー

マ
に
学
習
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
参
加
者
は
12
名
。
講
師

は
日
本
証
券
業
協
会
か
ら
派

遣
し
て
い
た
だ
い
た
金
融
・

証
券
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー 

久

保 

朋
子
さ
ん
に
お
願
い
し
ま

し
た
。
久
保
さ
ん
は
プ
ロ
ジ

ェ
ク
タ
ー
を
使
用
し
て
株
式

や
債
券
な
ど
の
投
資
の
種
類
、

分
散
投
資
な
ど
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
や
Ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ

ｏ
な
ど
の
非
課
税
投
資
枠
の
仕
組
み
に
つ
い
て
詳
し
く
お
話
し
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

高
槻
民
商
事
件
第
12
回
公
判 

２
０
２
１
年
8
月
に
当
時
の
高
槻
民
主
商
工
会
が
全
商
連
を
離

脱
す
る
こ
と
を
反
対
し
た
会
員
に
対
し
て
除
名
処
分
を
行
っ
た
事
件

の
第
12
回
公
判
が
12
月
6
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
件
は
当

時
の
高
槻
民
主
商
工
会
の
事
務
局
長
と
会
長
が
全
商
連
か
ら
の
脱
退

を
反
対
す
る
副
会
長
や
理
事
を
含
む
会
員
21
名
を
2
度
の
理
事
会

決
議
で
除
名
処
分
し
た
事
件
で
す
。
そ
の
後
、
全
商
連
を
離
脱
し
た

高
槻
民
商
は
「
高
槻
民
主
商
工
会
・
中
小
業
者
相
談
セ
ン
タ
ー
」
と

名
称
を
変
更
。
除
名
を
受
け
た
役
員
・
会
員
は
、
高
槻
・
島
本
で
民

商
運
動
を
再
建
す
る
た
め
に
再
建
準
備
会
（
現
在
は
名
称
を
「
全
商

連
・
高
槻
民
主
商
工
会
」
に
変
更
）
を
立
ち
上
げ
、
18
名
が
相
談

セ
ン
タ
ー
に
対
し
て
処
分
を
不
当
と
し
て
賠
償
を
求
め
、
う
ち
3

名
は
除
名
処
分
撤
回
を
求
め
て
提
訴
し
ま
し
た
。 

こ
れ
ま
で
の
公
判
で
は
証
拠
調
べ
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今

回
か
ら
証
人
・
本
人
尋
問
が
始
ま
り
ま
し
た
。
大
阪
の
民
商
か
ら
傍

聴
席
の
2
倍
以
上
の
傍
聴
が
集
ま
り
ま
し
た
。
午
前
中
は
全
商
連

か
ら
離
脱
し
た
被
告
で
あ
る
中
小
業
者
セ
ン
タ
ー
側
の
事
務
局
長
、

午
後
か
ら
は
同
じ
く
相
談
セ
ン
タ
ー
の
会
長
と
理
事
の
尋
問
と
、
夕

方
に
は
民
商
運
動
へ
の
結
集
の
た
め
に
再
建
さ
れ
た
全
商
連
・
高
槻

民
主
商
工
会
側
の
副
会
長
で
あ
り
大
商
連
副
会
長
の
増
田
氏
の
尋
問

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
次
回
公
判
は
12
月
26
日
に
、
全
商
連
・
高
槻

民
主
商
工
会
現
会
長
の
高
岸
氏
と
大
商
連
事
務
局
長
稲
田
氏
、
ほ
か

2
名
の
証
人
・
本
人
尋
問
が
行
わ
れ
ま
す
。 

 

第
11
回 

な
ん
で
も
相
談
会
・
く
ら
し
応
援
福
袋
配
布 

生
活
と
健
康
を
守
る
会
や
新
日
本
婦
人
の
会
な
ど
吹
田
市
内
の
団

体
や
個
人
で
構
成
す
る
吹
田
住
民
懇
反
貧
困
懇
談
会
主
催
の
な
ん
で

も
相
談
会
と
く
ら
し
応
援
福
袋
配
布
の
活
動
が
12
月
9
日
に
さ
ん

く
す
広
場
と
さ
ん
く
す
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
な
ん
で
も
相
談

に
は
法
律
相
談
や
介
護
な
ど
の
生
活
相
談
が
寄
せ
ら
れ
、
北
大
阪
総

合
法
律
事
務
所
の
弁
護
士
や
参
加
団
体
の
生
活
相
談
員
が
対
応
し
ま

し
た
。
日
用
品
や
食
料
品
を
詰
め
合
わ
せ
た
く
ら
し
応
援
福
袋
は
、

さ
ん
く
す
広
場
で
80
名
の
方
に
配
布
し
ま
し
た
。
次
回
は
3
月
23

日
（
土
）
に
南
千
里
駅
前
で
開
催
さ
れ
ま
す
。 

 伝
言
板 

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
影
響
ア
ン
ケ
ー
ト 

吹
田
民
商
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
始
め
ま
し

た
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
3
分
程
度
で
終
わ

る
ア
ン
ケ
ー
ト
で
す
。 

 

無
料
法
律
相
談
（
要
予
約
）
12
月
21
日
（
木
）
13
時
00
分 

 

年
末
調
整
実
務
会 

12
月
21
日
（
木
）
14
時
00
分
・
12
月
26
日
（
火
）
19
時
00
分 

12
月
27
日
（
水
）
14
時
00
分 

1
月
9
日
（
火
）
14
時
00
分
・
1
月
9
日
（
火
）
19
時
00
分 


